
地域バス交通活性化セミナー

平成２６年１１月２８日

持続可能な地域交通

生活交通を持続的に確保するには、路線維持のコストを縮減する必要があ
り、利用促進により、収益の増加を図るとともに、運行ダイヤの効率化は
もとより、効率的な交通体系への転換を図る必要がある。

地域主導型の生活交通

再構築にあたっては、「自分たちの交通は自分たちで守り育てる」とい
う意識で地域住民が主体的に参画し、実際に利用することが重要。

住民参加によるまちづくり
生活交通は、まちづくりに不可欠であり、地域の重要な資源として再認識が必要。
住民参加による交通の見直しを契機として、住民主体のまちづくりを推進するこ
とが重要。

生活交通の活性化
持続可能で利便性の高い生活交通の確立



市町 事業者住民

県 国

公共交通の利用
促進

生活交通の
見直し・再構築

地域の実情を最も把握している市町が主体

バス路線の再編
デマンド交通の導入
まちづくりとの連携

県域での取組が効果的

○ 利用者や交通事業者、行政など関係者が、生活交通の活性化
に向けて、それぞれの立場から できることを考え、共に行動する
組織として設置

Ｈ19.11



えこみん（公募により決定）

夏みかんをイメージ

路線バスのペーパークラフト えこみんストラップ

公共交通の利用促進活動の武器を得た



ホームページアドレス
http://www.y-kotsu.jp/index.asp

初めての情報発信ツール

紙芝居方式のクイズで学習 安全な乗降方法の実演指導 車椅子乗降体験

全員が乗降練習（安全指導含む） 教室終了後、バス停に移動 定時路線バスで遠足に出発

【小学校低学年のバス教室】
◆新入生児童の大半は、路線バスに乗った経験が無いという事実
◆バス教室終了後は、学習効果を実践すべく校庭等での体験走行、あるいは、遠足行事の場合に
は、最寄りのバス停から定時路線バスに乗車 （定時便＋続行便で対応）



車いす乗降体験

模擬現金支払い体験

視覚障がい疑似体験・介助体験 子育てサークル教室終了後、路線バスに乗車しキャンプ地へ

車椅子乗降体験バスの乗り方の説明・練習安全・マナー・バリフリを学習

【サークル活動としてのバス教室】
◆教室終了後、最寄りのバス停から路線バスでキャンプ地まで移動 （定時便＋続行便で対応）
◆小さいお子さんを持つお母さんを対象とした子育てサークルでの開催

鉄道イベント（こども鉄道員）地域イベント

車いす乗降体験

「やまぐちバス博」での教室

クイズイベントで賑わう車内 イベントでのバリアフリー体験 駅階段での「心のバリアフリー」体験

車両の中でのマナー学習「文化産業祭での教室」

【イベント会場での公共交通教室】
◆幼児から高齢者まで幅広い年齢層を対象に開催 （誰もが楽しく学べる教材の開発）
◆多くの人出が見込まれることから公共交通への理解や利用促進ＰＲには絶好の機会



公共交通教室の開催（高齢者いきいきサロン）

【高齢者向けの公共交通教室】
◆地元のバスを使って病院へ行くシミュレーションなど、実際の利用に役立つ内容を組み入れ
◆高齢者の車内事故防止などの安全対策の説明

各バス事業者に教材を配布し、事業者が主体的に教室を開催できるしくみに！

Ｑ：もうすぐとうちゃくです。
どうする？

公共交通教室の教材の作成・配布

バスはおかねがいるし、
のりかたがわからないし

バスカードはべんりだし、のり
かたもかんたんなのに

みんなでかんがえてみよう。
むずかしいよ。

Ｑ：バスがなくなるとどうなるの？

★出題クイズの一例



【傾向】
◆教育現場への定着とリピート開催 （定例行事化）
◆地域振興イベントにおけるブース設置の依頼
◆教室終了後に利用実践（遠足やキャンプ等へ：要運賃）

１６会場
H２２年度

７会場
H２１年度

【増加の要因】
◆教育関係者からの理解と評価
◆マスメディアによる報道とＰＲ効果
◆イベント来訪者の増加や口コミによる開催依頼 等

【課 題】
開催依頼増加に対する

スケジュール等確保

マニュアルづくり

H２０年度

１９会場
H２３年度

２３会場
H２４年度

公共交通教室の開催実績の推移

３５会場

H２５年度

参加者：約２０００人

バスと力くらべ

お絵かきバスバスのお宝オークション

利用促進イベント

県内路線バスが集結



オープニング演奏
警察の協力

東京モータショー出展車 地元の子供たちの夢のバスの絵展示



錦川鉄道 シートベルトコンビンサー（ＪＡＦ）

ＪＲ西日本

バス総選挙

初代チャンピオンはサンデン交通！



NO. 年度 市 町 開催場所 地 域

１ ２０ 山口市 サンパークあじす 中部

２ ２１ 山陽小野田市 おのだサンパーク 西部

３ ２２ 下関市 ゆめシティ 西部

４ ２３ 防府市 ロックタウン防府 中部

５ ２４ 宇部市 ときわ公園 西部

６ ２５ 光市 イオン光店 東部

７ ２６ 長門市 フジ長門店 北部

８ ２７ 周南市 イオン周南店（予定） 東部

郊外大型ＳＣ駐車場で開催
県内各地で開催

県内の全バス事業者が
参加



利用者・事業者・行政でのワークショップ

み
ん
な
が
利
用
し
た
く
な
る
生
活
交
通

通常の利用者＋α への取組

おもてなし向上への取組

利用者へ親しみを持ってもらう取組

ちょっとうれしい！
お楽しみバス

ありがとう！
さわやかバス

注目！
だいすきバス



バスの車内に簡単な仕掛けをして、「話題性のあるバス」を
つくる

恋愛成就？
「ハートつり革」バス

クリスマスバス

通常の利用者＋α への取組

夏バス

運転手等のあいさつの徹底を図る

おもてなし向上への取組

ありがとうございます

安心して
利用できる

さわやかで気持ちの
いいバス

苦情でなく、バスで良かったことへのアンケート



バスを題材としたコンテスト等を開催、フェイスブックで情報発信

利用者へ親しみを持ってもらう取組

＜標語・川柳＞
・街並みが 違って見えるよ バスの窓
・譲り合う やさしさバスで 子も学び
・ちょっとでも 気分は旅の バス通勤
・娘なぜ 父と離れた 席選ぶ

バスへの関心ＵＰ バスの魅力再認識

facebookバスコンテスト



H26.10.2  朝日新聞

①乗車時 「お待たせしました。」

②発車時 「発車します。」

③降車ボタンが押された時 「はい、次、停まります。」

④バス停到着時 「ありがとうございました。」

～ 実践しよう４つの言葉 ～

安全運行につながる！



マナー

サービス

イメージ

安全

モチベーション

＜着用バッチ＞

山口大学に依頼して月間前・中・後のあいさつ実態調査を実施・検証

運転手さんへの研修会の実施検討



H26.11.14  山口新聞

H26.11.14  中国新聞

公共交通を利用することがステータス
となるような県民意識の醸成

公共交通で通勤する人は
かっこいい！・・・みたいな

健康 地域 未来

生活交通サポーター制度の復活

企業等へのモビリティマネジメント
検討



まちづくり

コンパクトシティ

交通軸

山口県民の強いマイカー嗜好
日常の移動手段に公共交通が
選択肢に入っていない

交通軸で居住を誘導できるか？

若い世代

 

利用者

行政 事業者

関係者と連携・協力体制がとりやすい

予算・組織が柔軟で対応がスピーディー

■公共交通教室・バス博『みんなで協力しよう！』

■わくわくＰＪ 『それいいね！やってみよう！』



ご静聴ありがとうございました


